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 [ 2007/06/01 (金) 06:56 ] ˂ あめ お客様の来訪 
西宮のＹさんご夫婦とご一緒にＫさんがお越し

になられた。 
Ｙさんは西宮でもともと繊維関係のお仕事を始

められておいでだったが、自分のやっている仕事

に疑問を持ちその結果廃業を決意なれた。 
毎日食べているものに疑問を持ち、いろいろと探

してみるとまだまだ沢山のいいものが日本には

残っている。これらを多くの方に何とか提案でき

る空間をおつくりになられたいとのお考えのようだった。 
現在は、いいものを作っておいでの各地のお会社を見学して勉強している最中。普通以上

の安定した生活を捨てて、自分の思ったとおりのことを始められたことに、Ｙさんご夫婦

のò若さóを感じた。 
写真は 130年ほど前、明治 10年に作られた「木桶」の前で記念撮影。この桶は今でも現役
で使っている。 
 
[ 2007/06/02 (土) 03:53 ] ˂ くもり 岡山・福山出張 

東京のみそ技術会の懇親会で、岡山のＦ社の社長

とさんとあった。そのときに麦の精麦機のはなし

となり、現在広島のＩ社が廃業したのでそこに中

古品があることが分かった。 
 
早いほうがいいだろうということで現物を見に

行った。福山駅からすぐ近くの黄色の工場だった。

長年ご商売されてこられたようだが、工場の老朽

化と設備の更新に多額の資金を投入するよりも、将来に見切りをつけてここで廃業を決意

されたお話だった。 
工場を拝見させていただいたが、狭い敷地だが立体的に作られた生産工程だった。お話と

おり建物も機械も老朽化は進んでいた。 
目的の精麦機はあった。最近まで使用されていたようだが、使いっぱなしという感じでか

なりの手入れが必要に思えた。 
中古品なので仕方がないが、整備費と引き取り運賃、整備工場からの配達運賃等を考える

と値付けは難しい。 
この後、同じ市内の「日本優化技研」さんを久し振りに訪れた。皆さんお元気でお変わり

なくお過ごしのようだった。佐藤先生の生家に立てられた碑をＯ社長様に案内してもらっ

た。 
先生はここで幼少の頃をお過ごしになられたのかと始めて知った。 
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[ 2007/06/02 (土) 18:00 ] ˂ はれ 佐藤戦先生の生家 
優化技研の社長様に案内されて訪れた。 
福山駅から車で 30 分、山道を駆け上がった山の
中腹にあった。想像していた以上に山の中だった

ので昔は雪も降り不便だった土地柄でないかと

思った。 
私が 32 歳のときに始めたお会いしてから約十年
ぐらいいろいろとお世話になった。先生も私の自

宅に三回ほどお越しいただだいた。 
昔の話がいろいろとでてきたが、先生の説いておられた事などがふつふつと思い返された。 
 
[ 2007/06/03 (日) 07:03 ] ˂ はれ 親戚の法事 
母方のおばさんが昨年六月になくなった。早いもので一年が経つ。今までは父親が親戚づ

きあいを担当していたが、今後は私がでることになった。 
読経の後、挨拶がありお食事のもてなしを受けた。隣の席がなくなったおばさんの姉のご

子息さんで、つまり従兄弟になるわけだが、いろいろとお話をさせていただいた。 
子供の頃の実家で一緒に遊んだ昔話から始まり、最近の状況等話には事欠かなかった。 
親戚がこうして一堂に集まり、会食をするのも価値があることだと思った。法事とは何の

ためにおこなうのかと時々疑問視することがあるが、法事の後の懇親会に値打ちがあるよ

うだ。 
そういえば、みその技術会の講義も、後におこなわれる懇親会のほうがいろいろと貴重な

意見や情報を得ることが多い。 
人は飲んで交わるようだ。 
 
[ 2007/06/04 (月) 05:21 ] ˂ はれ 大麦の刈り取り 

営業の途中、大麦の刈り取り作業がおこなわれて

いるのを見つけた。今年ももうすぐ夏が来るのだ

なぁと季節の移り変わりを感じた。 
 
麦刈りのピークのようで、あちこちで何台かのコ

ンバインは作業をしていた。六条大麦は、福井県

は全国一の栽培面積を持っている。加工されて麦

茶になると聞いている。 
 
[ 2007/06/05 (火) 10:15 ] ˂ はれ 東京からお客様が 
先月品川のＨ社を訪問した。今回来月のカタログに載せるため、今回撮影とみそ製造工程

の理解を深めるためにお越しになられた。みそ工場は始めての見学のようであった。 
Ｙさんは岩手県のご出身。四国より大きいんですよとお話された。大学時代にバイクで北
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海道を旅行したときのことを思い出した。さわやかな感じのするお若い方で、お勤めのお

会社の営業と企画をご担当なされておいでだった。 
来月から、ちょうど発売時期がみその非需要期なので最初から多くの量は期待できないと

思うが、少しづつでいいので販売を延ばしていけたら嬉しい次第だ。 
 
[ 2007/06/06 (水) 08:06 ] ˂ くもり バケツ稲作 

岐阜県高山市の横山さん宅に行ったときとき田

植えだったので、苗を一株頂いて帰ってきた。 
昨年のバケツ稲作は「無肥料栽培」一年目だった。

その同じバケツを利用して今年は苗から無施肥

栽培でおこなってみることにした。植えてからよ

うやく苗も活着したようだ。 
 
 

 
[ 2007/06/07 (木) 07:50 ] ˂ はれ 打ち合わせ 
「キパワーみそ」、「未来」そして今までの有機みその手直し、会社のパンフレット、ビッ

グサイトのブース計画、蔵開きのチラシなどの打合せをおこなった。 
まず出来る簡単なことから片付ける事とし、有機みその手直しから入ることにした。また

未来のデザイン、画家の三田村氏が作ってくれた原稿を基に案を練ることとなった。 
キパワーみそは、塩の愛好家向けのデザインで行くことにした。 
ビッグサイトでの英文のパンフも作る予定だ。その前に、日本語のパンフが出来ないと始

らない。まだ時間はあるので、今月末までにはラフが出来ればよい。 
広島のＩ社に分けて欲しい機械の明細をおくった。希望価格がのちほど届くだろう。これ

らのものを設置するとなると、工場の増設も考えたいところだ。 
 
[ 2007/06/08 (金) 00:27 ]  
˂ はれ キパワーソルト：韓国塩田ツアーに参加 

本日より 10日まで、韓国のキパワーソルトの工場見学に行
くことにした。パソコンは持参しないので、11 日までは日
記はおやすみとさせていただきます。 
 
関空 9:40の大韓航空で仁川に 11:30着 
ソウルからＫＴＸ（新幹線）で木浦駅 宿泊 
翌 9 日高速艇でピグム島に行き塩田視察 キパワーソルト
工場見学 
10日ソウルで観光と店舗視察ご帰国となっている。 
参加者は総勢 17名と聞いている。 
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[ 2007/06/10 (日) 21:26 ] ˂ はれ 無事帰国しました 

大韓航空ソウル 19:05発、関空 20:45着の飛行機
で帰国した。 
二泊三日の塩田ツアーだったが収穫は大きかっ

た。参加してよかった。秋田、東京、静岡、大阪、

岡山、大分そして福井と 17名の参加者だった。 
木浦はソウル、プサンからも離れているため移動

に時間がかかった。塩田を見学できたのは二日目

だった。 
このピグム島は黄海に面した千ほどある島々の一つ。遠浅の海で干満の差が３～５ｍと非

常に大きい。それを利用して満潮のときに海から海水を塩田に取り入れる。塩田というの

はちょうど日本の田んぼと全く同じ。 
その田んぼにすこしづづ段差がついているのがミソで、その段差を利用して、海水を下の

田んぼに約二ヶ月かけて順番に移していく。その間夏の太陽の力で海水がドンドン蒸発し

て濃縮されていく。 
結晶させる最後の田んぼ(塩田)には、黒いシートのようなものが一面に敷き詰められていて、
最後に塩の結晶が取れるという原理だった。 
 
日本での製塩は、入浜式や流下式で濃縮された海水を最後に火力で用いて短時間に結晶さ

せる。ここはゆっくりノンビリと火力を全く用いず、天日で二ヶ月かけて結晶させる。そ

のため粒が大きいのと、もう一つは塩の粒子にミネラルが一杯付着してくるようになる。

電子顕微鏡で見ると、日本の海水塩はつるつるしていてミネラルが付いていないが、この

塩田塩には小さなミネラルの粒粒が一杯付いているのが分かる。 
 
そのミネラルには 92の元素が判明している。これは黄海の海水と自然乾燥による塩田の賜
物と聞いた。このミネラル豊富な塩を韓国の人たちは昔から焼き塩にして利用していた。 
焼き塩にすると体積は半分に減ってしまうのだが、粒の粒子が小さくなり、ミネラルがそ

の小さな粒子に入り込むような形になる。すばやく体に吸収しやすくなるのと、なんと焼

くことによって、「還元力」が出てくる。普通酸化することによって老化や、劣化が起きる

が、この塩にはその反対の還元するパワーが発生する。 
 
これは少量しか取れない貴重なもので、昔から「ヤンバン」という韓国のごく一部の特権

階級の人たちが愛用していたものだそうだ。それが今回キパワー㈱の上田秀夫社長氏が、

ある温度で焼くと高品質の塩が出来ることがわかり特許をとられ、多くの方に愛用してい

ただくために商業化し世に出された。 
活字ではなかなか深く理解できないけれど、百聞は一見にしかずで今回の訪韓で理解を深

めることが出来た。意義ある旅行だった。 




